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Ⅰ. 2010年3月期（当期）における施策

・外注商品のＰＢ化によるコスト削減

・・・（ex）アイスクリーム・油・パスタ・チーズなどのＰＢ化により、３割のコスト削減

ＭＤ部門ＰＢ化

・グランドメニューの改定時、商品数の削減

１）メニュー出数比0.5％以下の商品のカット

２）共通食材の拡大

３）研修制度の充実（コストコントロール（キッチン編）の開設）・・・発注と在庫管理の徹底

４）毎日発注体制の確立と運用

営業部門メニュー設計の見直し

店舗の食材管理の徹底

↓

廃棄ロスの削減

・食材の統合の推進

・・・ 今期１年間で、仕入れ食材を8,000品目⇒7,200品目（※2008/3は約9,700品目）

・長期契約締結による価格低減と安定供給 （野菜中心・産地も指定）

ＭＤ部門食材・品目の統合

↓

購買部の利益拡大

・店舗での準備部分のＭＤ化

・内製品商品の割合の増加（2008/3 16.7% ⇒ 2010/3 22.0％）

・店舗別ﾋﾟｯｷﾝｸﾞの工場取込による外部流出利益の取込 （岐阜・北海道）

・生産拠点の統合による固定費削減

・・・ 大阪ＫＣを閉鎖 → 岐阜ＫＣへ統合

・・・ 八丁堀ＫＣを閉鎖し → 埼玉ＫＣへ統合

・ＭＤ製品外販開始

ＭＤ部門内製化の推進

↓

生産本部の利益拡大

原価対策

具体的な取り組み部門内容対策

１. ＭＤ・営業施策
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Ⅰ. 2010年3月期（当期）における施策

・店舗ごとの標準労働時間（ＭＬＴ）による管理を強化

・・・ 店舗ごとの対客数必要労働時間を明確にし、無駄のない人員配置を行う
営業部門

労働時間管理の強化

・正社員の前年離職率 23％ → 15％

・・・ 評価基準の明確化及び労務管理による労働環境の改善
営業部門

社員の定着

・既存店舗の家賃削減効果の実現

・・・ コロワイド87店舗、アトム84店舗⇒年間▲300Ｍの削減効果の実現

本部部門家賃の減額その他販管費

・パート・アルバイトの前年採用単価 20千円/人 → 6.5千円/人

・正社員の前年採用単価 102千円/人 → 75千円/人
営業部門

募集費の削減

・研修講座の充実と、参加人数の大幅増加 ⇒ ワークスケジュールの完全記入営業部門ワークスケジュールの深化

・コロワイドアカデミーの活用による人材の生産性向上

・・・ 多能工化の実現（目標数値の設定）

営業部門生産性の向上

・資格職能給の導入 ・・・ 評価基準の明確化

・合併調整給の削減 ・・・ 40Ｍ/年の廃止

各部門人事制度の見直し人件費対策

具体的な取り組み部門内容対策
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Ⅰ. 2010年3月期（当期）における施策

△311△3161920～50代 男女一瑳

△21－△11820サラリーマン３０～４０代及び家族利用暖や

△711△7616820代から年配まで、幅広い層いろはにほへと

△121－△11183020～40代後半 女性比率50％ＴＡＰＡ

△112△2585920代前半～30代の学生、ＯＬ、ビジネスマン◎

39－－3941220～50代 ＯＬとビジネスマンえこひいき2,200円 以下

011－464630歳以降のビジネスマン北海道

△2－－△2232530～50代 ビジネスマン三間堂

△1－－△1252620～40代 男女寧々家

△1312△14779020代～30代ＯＬ、ビジネスマン甘太郎

計閉店新規出店業態変更

10/3期増減内訳

383385（主要 10ブランド 店舗数計）3,800円 以上

10/3期09/3期ターゲット層（年齢）ブランド名客単価

直営店舗数【居酒屋】

7－1681ファミリーから学生、ビジネスマンﾊﾝﾊﾞｰｸﾞ大魔王1,000円洋食

△22－－2931ファミリー（年齢層中・高）・社会人Ｇ・学生Ｇカルビ大将2,500円

△32－△13437ファミリー（年齢層低・中）・社会人Ｇ・学生Ｇがんこ炎2,200円
焼肉

1,500円

1,200円

2,500円

1,800円

1,800円

1,400円

1,000円

価格帯

△76－△13845ファミリー（年齢層中・高）・年配層にぎりの徳兵衛

△11－－1213ファミリー（年齢層中・高）・年配層海鮮アトム
回転すし

7－256659ファミリー（三世代）ステーキ宮ステーキ

△112△24445ファミリーから学生、ビジネスマンラパウザイタリアン

△331△11518ファミリー（年齢層高中心）・年配層えちぜん

22－41816ファミリーから年配層まで、幅広い層濱ふうふう
和食

2

計

－

閉店

2

新規出店

－

業態変更

10/3期増減内訳

293292（主要 10ブランド 店舗数計）

2927昼 学生・主婦、夜 若者・グループ・ビジネスマン時遊館カラオケ

10/3期09/3期ターゲット層（年齢）ブランド名カテゴリー

直営店舗数【レストラン・その他】

○ 各業態毎の主力ブランド（10ブランドを抜粋、約８割をカバー）の店舗展開は以下の通りです

○ 直近は、経済環境の変化による消費マインドの低下により、主に低価格ブランドへシフト

○ レストラン部門は洋食（肉系）に注力

3,000円 程度

２. 業態変更
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Ⅰ. 2010年3月期（当期）における施策

平成22年3月に1,400万株の公募増資及びオーバーアロットメントによる売出しに関連して160万株の

第三者割当増資を行う⇒約75億円の調達

３. ファイナンス
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Ⅱ．グループ体制と地域展開状況

地域展開状況 （当期末現在直営店舗数）

北海道地区

76店舗

関西地区

96店舗

東海地区

163店舗

関東地区

377店舗

札幌キッチンセンター

岐阜キッチンセンター

グループ体制と主要各社の事業内容

株式会社コロワイド • 持株会社

（議決権）

株式会社バンノウ水産
• 鮪類並びに水産物の卸売、加
工販売（100％）

※株式会社アトム（子会社2社含む）

• 直営飲食店チェーンの経営、FC事
業展開

（75.7％）

株式会社ダブリューピージャパン
• ウルフギャング・パック・カフェ、エ
クスプレスの経営

（100％）

ワールドピーコム株式会社
• 外食事業向けセルフ･オーダー･
トータル･システムの開発･販売、
無線通信技術の開発･運用

（95.1％）

信越･北陸地区

64店舗

株式会社シルスマリア
• 生菓子、焼き菓子、チョコレート
（生チョコ他）の製造･販売

（50.0％）

※ アトム（7412）は上場子会社

※ 他子会社：㈱エムワイフーズ，㈱宮地ビール

埼玉キッチンセンター

宇都宮キッチンセンター

東北地区

92店舗

株式会社コロワイドMD • 各種食料品の製造･加工･販売、
マーチャンダイジング機能（100％）

株式会社コロワイド東日本 （100％） • 直営飲食店チェーンの経営、FC事
業展開

清水加工センター
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Ⅲｰ1．2010年3月期（当期）決算に関する総括

期中出退店動向 既存店売上高月次前年対比

(直営店舗数）

前期末
店舗数

新規出店
店舗数

閉店店舗数
当期末
店舗数

東日本 473 6 10 469

ＷＰＪ 8 0 0 8

ｱﾄﾑ 419 11 39 391

合計 900 17 49 868
既存店売上高通期前年対比

居酒屋部門 レストラン部門 全業態

売上高 94.0% 90 .4% 92 .5%

客数 95 .3% 93 .7% 94 .4%

客単価 98 .7% 96 .5% 98 .1%

売上構成比 59.0% 41 .0%

※上記以外に当期末のFC店舗数は41店舗

93 .2 %

8 5 .9 %

9 4 .8 %

9 6 .2 %

9 3 .0 %

9 4 .6 %

9 0 .5 %

9 3 .1 %

9 1 .6 %

9 3 .3 %
9 2 .5 %

9 1 .9 %

8 4 .0 %

8 6 .0 %

8 8 .0 %

9 0 .0 %

9 2 .0 %

9 4 .0 %

9 6 .0 %

9 8 .0 %

1 0 0 .0 %

20
0 9

/ 4
月 5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1 0
月

1 1
月

1 2
月

2 0
1 0

/ 1
月 2
月

3
月
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Ⅲｰ2. 2010年3月期（当期）決算に関する総括

当期純利益増加要因

（単位：百万円）

2009/3月期（前期） 2010/3月期（当期） 増減率

売上高 117 ,293 売上比 106 ,637 売上比 △9.1%

売上原価 37 ,930 32 .3% 34 ,39 6 32 .3% △9.3%

売上総利益 79 ,363 67 .7% 72 ,24 1 67 .7% △9.0%

販管費 76 ,840 65 .5% 67 ,99 0 63 .8% △11 .5%

営業利益 2,522 2 .2% 4 ,2 5 0 4 .0% 68 .5%

営業外収益 976 0 .8% 825 0 .8% △15 .5%

営業外費用 1,972 1 .7% 2 ,1 2 0 2 .0% 7 .5%

経常利益 1,526 1 .3% 2 ,9 5 5 2 .8% 93 .6%

特別利益 2,795 2 .4% 2 ,2 2 5 2 .1% △20 .4%

特別損失 2,914 2 .5% 3 ,7 2 2 3 .5% 27 .7%

税引前当期利益 1,406 1 .2% 1 ,4 5 8 1 .4% 3 .7%

当期純利益 628 0 .5% 1 ,4 8 6 1 .4% 136 .6%

営業利益増加要因

売上高動向

売上高につきましては、下記を主要因として前期に比べ10,656百万円

減少の106,637百万円となりました。

■17店舗の新規出店に対し49店舗の閉鎖を実施し、前期末対比

32店舗の直営店舗数の減少

■郊外型レストラン業態（中京・北陸地区）を中心とした既存店

売上高の減少（来店客数・客単価共に減少）

個人消費の冷え込み

□㈱バンノウ水産におけるグループ外部への売上高が1,374百万円増加

営業利益につきましては、下記を主要因として前期に比べ1,728百万円

増加の4,250百万円となりました。

□食材アイテムの絞込み、食材の効率的運用及び内製化の推進等

により外食部門の原価率が30.0％⇒28.4％に低減

□教育研修制度の充実による人材の生産性の向上（多能工化の実現）

□ワークスケジュール管理の深化により労働時間の適正化や効率的

な販促費の使用を図る（販促費▲340百万円）

□賃料減額交渉による既存店固定費の削減

当期純利益につきましては、下記を主要因として前期に比べ858百万円

増加の1,486百万円となりました。

特別利益2,225百万円、特別損失3,722百万円及び㈱アトムを主として

法人税等調整額2,297百万円の計上。

（主な特別利益）

関係会社株式売却益 1,885百万円

（主な特別損失）

減損損失 1,559百万円

固定資産除却損 975百万円

投資有価証券評価損 330百万円

賃貸契約解約費用（立退料） 190百万円

販売促進引当金繰入額 183百万円

⇒
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営業利益につきましては、下記を主要因として当期に比べ530百万円

増加の4,780百万円を見込んでおります。

□継続して食材の統合と内製化の推進及び店舗管理数値の

コントロール精度向上といった既存店の体質強化を実施

株主優待増加額及び資産除去債務の計上等の販管費増加

要因を吸収

（単位：百万円）

2010/3月期（当期） 2011/3月期（予想） 増減率

売上高 106 ,6 3 7 売上比 108 ,9 1 4 売上比 2 .1 %

売上総利益 72 ,2 4 1 6 7 .7 % 7 4 ,3 4 9 6 8 .3 % 2 .9 %

営業利益 4 ,2 5 0 4 .0 % 4 ,7 8 0 4 .4 % 1 2 .5 %

経常利益 2 ,9 5 5 2 .8 % 3 ,7 9 8 3 .5 % 2 8 .5 %

当期純利益 1 ,4 8 6 1 .4 % 1 ,1 7 7 1 .1 % △20 .8 %

Ⅳ. 2011年3月期（次期） 決算に関する見通し

売上高見通し

営業利益見通し

売上高につきましては、下記を主要因として当期に比べ

2,277百万円増加の108,914百万円を見込んでおります。

□19店舗の閉鎖を予定しているものの、52店舗の新規

出店を予定していることによる増加

■継続して個人消費の冷え込みを予想しているため、

既存店前年比を98.4％で策定

+0.4％4.4％→4.0％営業利益率

+0.8％35.0％→34.2％その他販管費率

△0.4％5.1％→5.5％償却費率

△0.2％23.8％→24.0％人件費率

△0.6％31.7％→32.3％原価率

2011/3見込2010/3実績
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現在までの戦略の機軸と今後の方向性
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44,431

55,007

71,589

93,064

117,005 116,616 117,293

106,637
108,914

28,451

22,417

17,056
13,670

12,375
8,642 165

254

325

407

483

787

978
933

900
868

901
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8676560

50,000

100,000

150,000

97/3 98/3 99/3 00/3 01/3 02/3 03/3 04/3 05/3 06/3 07/3 08/3 09/3 10/3 11/3
0

500

1,000

1,500売上高

直営店舗数

売上高（百万円） 直営店舗数（店）

番能水産㈱番能水産㈱

㈱宮㈱宮

㈱シルスマリア㈱シルスマリア

㈱がんこ炎㈱がんこ炎

㈱アトム㈱アトム

ワールドピーコム㈱ワールドピーコム㈱

アムゼ㈱アムゼ㈱

㈱贔屓屋㈱贔屓屋

明治製菓リテイル㈱明治製菓リテイル㈱

ドリームフード㈱ドリームフード㈱

㈱ダブリューピージャパン㈱ダブリューピージャパン

㈱平成フードサービス㈱平成フードサービス

主なM&A実績

外食チェーン外食チェーン

異業種異業種

店舗の営業譲受けを含む*

02/3期までは単独売上高、03/3期以降は連結売上高*

Phase 1 Phase 2 Phase 3

M&Aを積極化、総合フードサービス企業として業態拡大

多業態展開を推進してきた戦略の機軸

ローカルドミナントチェーンとしての多業態展開 ナショナルチェーンとしての多業態展開 不採算資産の集中改革＆ＭＤ機能の強化

10/3 （見込）

11/3

11/3期
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急速な企業規模拡大の過程で「業態の拡散」と「ロス店舗」の問題が発生

03/3期以降、284店舗の閉鎖、減損損失（96億円）を含め230億円の特別損失を計上

増え過ぎた業態の整理・統合

（130業態 ⇒ 42業態）

本部機能を中心に組織体制を強化

グループ全体の効率化を推進

不採算店舗に対する抜本的措置

業態転換・店舗閉鎖を含め集中改革

出退店動向出退店動向

1,222

7,133 8,055 9,614

829 2,101 3,632
4,303

6,684
7,343

8,808
9,785

5,82012
29

49

76

115

184

235

284

0

10,000

20,000

30,000

40,000

03/3 04/3 05/3 06/3 07/3 08/3 09/3 10/3
0

50

100

150

200

250

300

350
その他損失累計

固定資産処分損等累計

減損損失累計

閉鎖店舗数累計

＊

＊

＊

閉店店舗数・特別損失の累計閉店店舗数・特別損失の累計

（店）
（百万円）

＊

23,095

19,373
16,45913,663

6,455

4,305
2,552

45 35 35
75 83

21 16 17
-12 -17 -20 -27 -39

38 64 61

256

147

2

-49
-69

-51

71 82 76

304

191

-32-33-45

-100

0

100

200

300

400 M&Aによる増加、店舗分割等

閉店店舗数

新規出店店舗数

店舗純増減数

03/3 04/3 05/3 06/3 07/3 08/3 10/3期

（店）

09/3

不採算資産の集中改革を断行Phase 3

10/3期
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有形固定資産の推移有形固定資産の推移

17,548

23,437

29,700

38,136

43,746 42,970
40,009

36,779

34.7
31.7 33.9

42.8

49.9 51.5
54.3 53.3

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

03/3 04/3 05/3 03/3 07/3 08/3 09/3 10/3
0

20

40

60

80

100有形固定資産

有形固定資産減
価償却累計率

（百万円）

＊有形固定資産減価償却累計／（有形固定資産減価償却累計＋償却対象有形固定資産）×100

＊

（％）

不採算店舗に対する抜本的措置

減損会計の適用に際して厳格な基準を設定

戦略的グループ再編による持分変動利益を償却

原資に活用し、ドラスチックな処理を実行

有形固定資産残高は367億円に圧縮、不良資産

に対する処理はほぼ終了、事業環境が更に悪化

した場合でも損失の発生は限定的

特別利益・特別損失の推移特別利益・特別損失の推移

829
1,272 1,532

671 593
1,133 977

1,222

4,598

1,313
922 1,559

906

66
332

132

1,475

0

2,000

4,000

6,000

8,000

その他

閉店損失引当金繰入額

減損損失

固定資産除売却損

18 389 260211
320

80

1,885

5,544

2,328
186

600

2,000

4,000

6,000

8,000
その他

持分変動利益

関係会社株式売却益

固定資産売却益

㈱アトムと㈱がんこ炎の合併

および

㈱宮とアムゼ㈱の合併

に伴う持分変動差額

㈱アトムと㈱ジクト

の合併等に伴う

持分変動差額

不振の直営店舗

（東京20、神奈川16、他69）

について減損損失計上

特別利益（百万円）

03/3 04/3 05/3 06/3 07/3 08/3 09/3 期10/3

23

1,518
1,034

1,753
2,150

7,208

2,796 2,914

13 66

6,134

940

2,795
2,225

3,722

収益性の向上に向け不振店舗を前倒しで処理

1,992

Phase 3

10/3期
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4,568

7,295 8,007 8,020

5,968
4,152

3,149

11,091

178 182

152

106

125

88

67

45

0

5,000

10,000

15,000

03/3 04/3 05/3 06/3 07/3 08/3 09/3 10/3
0

50

100

150

200設備投資額

設備投資 /営業CF比率

キャッシュ・フローの推移キャッシュ・フローの推移 設備投資/営業CF比率の推移設備投資/営業CF比率の推移

2,561
4,013

5,258

7,549 6,797 6,238

-4,372

-8,039

-11,032

-7,071

-12,844

-6,105
-4,382

238

10,071

6,153

3,011
1,452

-2,665
-1,376

7,056

8,904

1,419

-4,525

-1,811

-4,026
-5,774

478

-3,940

1,856

8,475

692

-15,000

-10,000

-5,000

0

5,000

10,000

15,000 営業CF 投資CF 財務CF フリーCF

03/3 04/3 05/3 06/3 07/3 08/3 09/3

（百万円）

10/3

（%）（百万円）

不採算店舗閉鎖によるキャッシュ・フローの改善

不採算店舗におけるマイナスのキャッシュ・

フローが直接的に改善

フリー・キャッシュ・フローの黒字幅も拡大傾向

投資キャッシュ・フローの抑制

財務基盤の強化を図るため、設備投資を営業

キャッシュ・フローの範囲内に抑制

業態の相互活用など効率的な設備投資

期

キャッシュ・フロー重視の経営Phase 3

10/3期
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EBITDA ・売上高EBITDA率EBITDA ・売上高EBITDA率

2,095
2,874 3,274

4,400

2,361
2,869 2,522

4,250
4780

1,773

2,351

2,823

3,821

4,704
4,597

4,645

4,381
4,177

391

513

775

1,778
1,269

1,519

1,827
2,2202,350

9.7

10.7
10.2

11.0

8.6

8.0

9.9
9.6

8.3

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

03/3 04/3 05/3 06/3 07/3 08/3 09/3 10/3 11/3
0

2

4

6

8

10

12

14営業利益 減価償却費

のれん償却額 その他償却費

EBITDA EBITDA/売上高

（%）（百万円）

10,520

9,429
10,0179,742

10,251

7,270

5,880

4,307

EBITDAは100億円前後で安定的に推移
マーチャンダイジグ効果の発揮により

売上減少でも利益が上がる「収益構造の転換」

利益・売上高利益率利益・売上高利益率

2,095

2,874

3,274

4,400

2,361

2,869

2,522

4,250

4,780

1,719

2,372
2,697

3,946

1,632
1,964

1,526

2,955

3,798

4.7

5.2

4.6 4.7

2.0

2.5
2.2

4.0

4.4

3.9

4.3

3.8

4.2

1.4
1.7

1.3

2.8

3.5

0

2,000

4,000

6,000

03/3 04/3 05/3 06/3 07/3 08/3 09/3 10/3 11/3
0

2

4

6

8
営業利益 経常利益

営業利益率 経常利益率

（百万円）

（見込） （見込）

EBITDA、営業・経常利益の推移

10,449

10/3 10/311/3期 11/3期
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総資産・自己資本・自己資本比率総資産・自己資本・自己資本比率

36,384

51,357

61,100

85,105

99,265

91,896

85,272
87,665

82,047

4,578
6,911

11,793
14,282 14,691 13,066 13,060

22,010 22,655

12.6
13.5

19.3

16.8
14.8 14.2

15.3

25.1

27.6

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

03/3 04/3 05/3 06/3 07/3 08/3 09/3 10/3 11/3
0

10

20

30

40

50
総資産

自己資本

自己資本比率

（%）（百万円）
ネット有利子負債/EBITDA倍率ネット有利子負債/EBITDA倍率

19,893

24,056

29,307

40,080

53,241 52,865
50,891

35,711
33,947

4.6

4.1
4.0

5.5
5.3

5.4

3.2
3.4

3.9

0

20,000

40,000

60,000

80,000

03/3 04/3 05/3 06/3 07/3 08/3 09/3 10/3 11/3
0

1

2

3

4

5

6
ネット有利子負債

ネット有利子負債
/EBITDA倍率

（倍）（百万円）

有利子負債の削減と自己資本の増強により、次なる成長に向けての財務健全性の確立

コロワイドの財務数値目標

コロワイドの財務数値目標

財務基盤の強化

（見込） （見込）10/3 10/311/3期 11/3期
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コロワイドMD：多店舗・多業態戦略を支えるマーチャンダイジング機能 各グループ店舗

商品開発 原材料調達 製造・加工 物流 販売戦略 店舗運営業態開発

品質向上に向けた研究開発

（安全・安心・美味しさの追求）

メニュー・食材の統合

（食材アイテム数の絞り込み）

業態コンセプトの明確化

看板商品・「ウリ」商品の強化

栃木KC
トマトソースの加工

㈱シルスマリア

ケーキ製造

清水 まぐろ加工センター

冷凍マグロの加工

北海道KC
ホワイトソース

北海道KC
厚焼き玉子

北海道KC
肉じゃが製造

岐阜KC
串製造工程

岐阜KC
ロングピザ製造

岐阜KC
鶏の柔らか煮

食材の内製化・PB化の推進

（自社工場内製品比率の向上）

自社で商品開発、製造・加工を行い、原材料の調達から調理システム、配送形態など

店舗での販売に至るまでの全過程をデザイン・コントロール

調達価格低下 歩留まり向上 物流コスト削減

マーチャンダイジング機能の強化
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食材品目数の推移食材品目数の推移

12,359

9,711

7,998

7,200

6,000

0

5,000

10,000

15,000

07/3期 08/3期 09/3期 10/3期

（品目数）

「食材アイテム数の絞り込み」と「自社工場内製品比率の向上」によりコスト競争力を強化

内製化比率の推移内製化比率の推移

11.8

16.7

19.2

22.0

40.0

0
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10

15

20
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35

40

45

07/3期 08/3期 09/3期 10/3期

（%）

マーチャンダイジング機能の進化

（目標）

ＰＢ及び内製品

10/3期 10/3期

（目標）
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総合フードサービス企業へ
（居酒屋単一業態からの脱皮）

総合フードサービス企業へ
（居酒屋単一業態からの脱皮）

マーチャンダイジング効果を
発揮するための販売力確保

マーチャンダイジング効果を
発揮するための販売力確保

不採算資産の集中改革断行

（業態拡散とロス店舗の処理）

不採算資産の集中改革断行

（業態拡散とロス店舗の処理）

セントラルキッチンの活用
（主要原材料の内製化）

セントラルキッチンの活用
（主要原材料の内製化）

マーチャンダイジング機能の

強化による収益構造の転換

マーチャンダイジング機能の

強化による収益構造の転換

財務基盤の強化財務基盤の強化

業界再編を見据えた

更なる成長戦略

業界再編を見据えた

更なる成長戦略

Phase 1 第二の創業への挑戦Phase 2 Phase 3

時間軸

企業価値

今後の方向性
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外食産業の市場規模外食産業の市場規模 生き残りを賭け外食チェーンは二極化の動き生き残りを賭け外食チェーンは二極化の動き

～新たなビジネスチャンスの到来～

流通業界、食品業界と同様に外食業界においても本格的な淘汰・再編の局面に

創業期を担ったカリスマ経営者の

高齢化、次世代への継承が進行

大規模チェーンを運営する

高度な組織力の必要性

消費者ニーズ・行動の変化 カリスマ経営から組織経営へ

景気悪化に起因する支出の抑制

嗜好の多様化

食の「安全性」、「透明性」への

意識・関心の高まり

顧客確保のための値下げ競争

円高や食材価格の低下を原資

とした場当たり的な値下げ競争

価格決定力の不足

小規模

大規模

店舗差別化

業態差別化
マーチャンダイジング

機能の強化

スモール
チェーン

中間帯
は淘汰

12.9 12.4 12.6 12.1 12.1 12.2 12.3 12.5

1.3 1.2 1.2 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1

12.8
12.3 11.7 11.4 11.3 11.2 11.1 11.1

0

10

20

30

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007

レストラン 居酒屋 /ビアホール その他

人口減少：市場規模の漸減傾向の継続

（年）

外食業界を取り巻く環境変化
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マーチャンダイジング機能
進化による付加価値創出

今後のM&A戦略のベクトル今後のM&A戦略のベクトル コロワイドオリジナル業態の展開コロワイドオリジナル業態の展開

業態間シナジーの追求及び販売力の確保

川
上
部
門
へ
の
進
出
強
化

総合フード
サービス企業

多業態戦略：業態間シナジーの追求 川上部門への進出・強化

価格帯・メニュー等が異なる業態

• 歩留まり向上

• 競合回避、集客力の相乗効果

• 物流効率化、インフラ有効活用

水産加工 ・・・

食肉加工・・・

㈱バンノウ水産
（マグロの一船買問屋）

㈱バンノウ水産
（マグロの一船買問屋）

㈱シルスマリア
（デザート等の製造）

㈱シルスマリア
（デザート等の製造）

（流
通
・加
工
コ
ス
ト
の
削
減
）

キッチン稼働率
配送効率の
極大化

不採算店舗を閉鎖（業態転換含む）後、

“固まり”として購入

オリジナル店舗へ業態転換 キッチンセンターを設置

M&A対象の外食チェーン

=好採算店舗

=不採算店舗

=オリジナル店舗へ業態転換

マネジメントの高度化・食材調達力・価格決定力・コスト競争力の強化を遂行する枠組みの創出

一定水準以上の事業の規模を重視

（効率的なM&Aの実施）

今後のM&A戦略：本格的な業界再編に参入
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食の安全の確保
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「食の安全の確保」と「品質管理の徹底」

ASP企画書ネットの導入

取引先の協力を得ながら、全ての加工食材の「産地・加工地・加工方法・メーカー・添加物・

賞味期限・パッケージ」などの商品情報を細かくデータベース化

特定の食材に問題が発生したような場合、キーワードの入力で

「迅速に正確に」グループ内での使用の有無などが検索可能

危機管理だけではなく、製造工程を細かく知ることができるため

商品改善のヒントを得ることで、PB化の推進にも活用

国産牛個体識別番号検索

「牛肉トレーサビリティ法」に基づき国産牛肉の個体識別番号またはロット番号を各店舗で

お客様にご案内

ホームページで牛の品種や産地、飼育までの過程を確認可能

トレーサビリティ確保のために産地・加工工程・添加物などをデータベース化
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コロワイドグループの衛生管理体制

厳しい管理基準のもと第三者による外部の検査を取り入れながらハイレベルの衛生管理体制を構築

検査名 導入時製品検査 既存品製品検査 ライン監査 外部衛生検査 内部監査

製品検査 工程・管理状況検査検査分類

工 場 店 舗場 所

対 象 新規内製品 全内製品 全ライン 全店舗 全店舗

検査頻度 導入時 4回 / 月 1回 / 2ヶ月 1回 / 四半期 1回 / 2ヶ月

実施者 MD品質保証部 MD品質保証部 MD品質保証部 外部検査機関 インスペクター

検査内容 菌検査・官能検査 菌検査・官能検査 菌検査・目視確認 菌検査・目視確認 目視確認

検査結果の反映
導入の可否判定

賞味期限の決定

不合格品の
出庫止め

改善PJTの立ち上げ

と早期改善

評価への反映

地区長・部長への
報告と改善実施

評価への反映

地区長・部長への
報告と改善実施

評価への反映

食材そのものの菌検査に加え製造工程および店舗での管理状況を定期的に確認することでリスクを排除


